
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

● 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

■ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

博物館活動を継続し、その成果を発信することで、市民の札幌の自然史に対する興味・関心を高めるとともに、他機関との連携を深め魅力的な
事業を展開することで、認知度向上につなげる。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

アウトリーチ活動や研究活動のメディアへの積極的露出が指標向上に資したものと考えられる。今後も活動
を継続し、認知度向上に努める。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

15.60% 4.00% 17.30% 17.30% 17.50% 17.70%

↓

アウトカム
成果指標1

博物館活動センター認知度が向上する という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

12,984人 13,500人 13,619人 14,000人 14,500人 15,000人

人工

指標

アウトプット
活動指標1

博物館事業年間参加者数を増やす という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

3.79 人工

令和7年度予算額 15,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 3.79

正規職員業務量 3 人工

令和6年度決算額 11,880 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 3 人工

令和6年度予算額 19,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

さっぽろへの理解・認識を深め、郷土への愛着を育み、札幌の魅力をより高めるために、市民とのパートナーシップによる博物
館活動を継続し、博物館整備を推進することで札幌の自然とその成り立ちを学ぶ機会を創出する。

他都市の状況

大阪市立自然史博物館や北九州市立自然史・歴史博物館館他、多くの政令市においてそれぞれ地域の特色ある博物館を設
立している。

市民参加の実施

令和5年度決算額 14,911 千円 うち特定財源 0

施策名 文化・文化財を適切に保存し様々な形で生かすとともに、札幌市へ

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

１９８６年（昭和６１年）に「自然系総合博物館」の検討を開始し、２０１５年（平成２７年）には「北・その人と自然」を基本テーマと
する自然史博物館の基本計画を策定。２００１年から先行して活動する博物館活動センターが、開館に向けた調査研究や資料
収集・保存、普及啓発といった博物館活動を続けている。
開館には、施設維持費や職員費等新たに発生するコストを抑え、持続可能な運営モデルを構築するため、民間活力や先進事
例を取り入れた集客策の検討が必要。
また、現状の博物館事業の認知度が低いことから、市民への情報発信を強化するとともに、市内の他の博物館等と連携を深め
ることで、より魅力的な事業展開を図り、博物館ファンを獲得することが不可欠である。

事業内容
（何を実施し）

市民の札幌の自然史への興味・関心の促し、博物館整備を推進するため、博物館の基本的な活動を実施するとともに、整備に
関する調査検討を実施。
＿博物館活動
　①資料の収集・保存：市民等からの寄附による資料収集、収蔵資料の分類・整理
　②調査研究：（小金湯産クジラ化石、札幌の希少植物など
　③普及交流：企画展、体験学習会、出張展示など
＿博物館整備推進
＿を通じた博物館整備への機運醸成、整備に向けて必要な事例調査や整備手法等の検討

事業名 仮称）札幌自然史博物館整備推進費
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